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1. 昆明・モントリオール生物多様性枠組（2022年）

ターゲット15：ビジネスの影響評価・開示
生物多様性への負の影響を徐々に低減し、正の影響を増やし、ビジネス(事業者)及び金融機関への

生物多様性関連リスクを減らすとともに、持続可能な生産パターンを確保するための行動を推進する
ために、ビジネス(事業者)に対し以下の事項を奨励して実施できるようにし、特に大企業や多国籍企
業、金融機関については確実に行わせるために、法律上、行政上又は政策上の措置を講じる。
(a) 生物多様性に係るリスク、生物多様性への依存及び影響を定期的にモニタリングし、評価し、透
明性をもって開示すること、これをすべての大企業及び多国籍企業、金融機関について、要求などを
通じ、事業活動、サプライチェーン、バリューチェーン及びポートフォリオにわたって実施する
(b) 持続可能な消費パターンを推進するため、消費者に必要な情報を提供する
(c) 該当する場合は、アクセスと利益配分の規則や措置の遵守状況について報告する

出典：環境省（2023年2月）
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2. TNFDの開示提言（2023年9月）

出典：TNFD（2023年9月）
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2. TNFDの開示提言（2023年9月）
グローバル中核開示指標 – インパクトと依存

出典：TNFD（2023年9月）
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2. TNFDの開示提言（2023年9月）

ハイライト

• TNFDがすべての組織に提言
する5つのリスクと機会の指
標

リスク／機会 測定指標

リスク 1.自然関連の移行リスクに対して脆弱であると評価される資産、
負債、収益および費用の金額（合計および合計に占める割合）。

2.自然関連の物理的リスクに対して脆弱であると評価される資
産、負債、収益および費用の金額（合計および合計に占める割
合）。

3.自然関連のマイナスのインパクトにより当該年度に発生した
多額の罰金、科料、訴訟の内容と金額。

機会 4.関連する場合には、政府または規制当局のグリーン投資タク
ソノミー、あるいは第三者機関である産業界またはNGO のタク
ソノミーを参照し、機会の種類別に、自然関連の機会に向けて
展開された資本支出、資金調達または投資額。

5.自然に対して実証可能なプラスのインパクトをもたらす製品
およびサービスからの収益の増加とその割合、ならびにそのイ
ンパクトについての説明。

グローバル中核開示指標 – リスクと機会

出典：TNFD（2023年9月）
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3. 「自然の状態」指標の国際的な合意

• 「自然の状態」を測定する国際的に共通の最小限の指標が確定する。
• ネイチャーポジティブの概念（右図）を定義した、Nature Positive Initiativeが

主導。
• 下図の指標枠組みに基づいて、Global Nature Positive Summit 2026（７月、熊

本市で開催）までに、測定手法の技術ガイダンスが作成される。
• TNFDは、NPIの提案を踏まえて、開示指標として10月までに最終化。

生態系面積 生態系の状態 種の絶滅リスク 種の個体数

自社の拠点はどのような状
況か？ 拠点（site) 拠点の生態系

面積
拠点の生態系の

状態
拠点の種の絶滅

リスク
拠点の種の個

体数

自社の拠点周辺地域で、拠
点に何らかの影響を与える
可能性のある出来事（ある
いはその逆）は何か？

ランドスケープ
／シースケープ

ランドスケー
プ／シース

ケープの生態
系面積

ランドスケープ
／シースケープ
の生態系の状態

ランドスケープ
／シースケープ
の種の絶滅リス

ク

ランドスケー
プ／シース

ケープの種の
個体数

自然はどれくらい
あるのか？

どれぐらい健康的
か？

その地域は、種の絶
滅リスク全体にどれ
ほど重要なのか？

そこに生息する主
要な種の健康状態
はどの程度なの

か？

出典：NPI（2026年2月）
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4. グローバル・ネイチャー・ポジティブ・サミット2026

出典：GNPS2026

登録者が3000名を超え、登録
が事前に打ち切り。
大半が、ビジネスからの参加者。
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5. ISSBの自然関連開示に関する決定（２０２６年）
• 国際サステナビリティ基準審議会（ISSB）は、自然関連開示に関する要求事項をIFRS実務記述書

（Practice Statement）の形式で提案することに合意。
• ISSBの既存の基準書は、企業に対して既に、自然関連のリスク及び機会を含む、企業の見通しに

影響を与える（affect）と合理的に見込み得る、すべてのサステナビリティ関連のリスク及び機
会についての重要性がある（material）情報を提供することを求めている。

• 実務記述書は、既存の基準書の要求事項を変更することなく補完するもの。企業がIFRS S1号
「サステナビリティ関連財務情報の開示に関する全般的要求事項」に従って自然関連のリスクと
機会に関する情報を提供する必要がある場合、実務記述書はその方法を説明する。

• このような基準設定の形式は、企業及び法域がISSB基準の導入及び適用のプロセスにあるために、
混乱（disruption）を最小限に抑えるために、特に重要である。

• TNFDフレームワークを活用しつつ、企業が開示すべき自然関連のリスクと機会に関する重要性が
ある（material）情報についての側面を識別するためのISSBの作業の方針は不変。

• ISSBは、2026年10月に意見募集のための公開草案を公表することを目指しており、利害関係者
に対して、提案された要求事項についてのフィードバックを提供する機会を与える。

• ISSBは暫定的に、実務記述書が、以下の情報源の範囲内で、TNFDの開示指標を参照および検討
することを認めると決定した:

• IFRS S1号「サステナビリティ関連財務情報の開示に関する全般的要求事項」(IFRS S1の第
1〜4項参照)の目的達成を支援すること。および

• IFRSサステナビリティ開示基準や実務記述書と矛盾しないこと。

出典：ISSB（2026年）
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TNFDの究極の目的は、開示フレームワークを提供することに留まらない。

6. さいごに

組織が、変化する自然関連のリスクを報告し、それに基づいて行動するた
めのリスク管理および開示のフレームワークを開発および提供し、自然の
ネガティブな状態から自然のポジティブな状態へのグローバルな金融フ
ローのシフトを支援することを目的としています。

出典：TNFD


	スライド番号 1
	昆明・モントリオール生物多様性枠組（2022年）
	TNFDの開示提言（2023年9月）
	TNFDの開示提言（2023年9月）
	TNFDの開示提言（2023年9月）
	「自然の状態」指標の国際的な合意
	グローバル・ネイチャー・ポジティブ・サミット2026
	ISSBの自然関連開示に関する決定（２０２６年）
	さいごに

